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ひとのうごき
町の人口（平成 23 年 4 月末現在）
人　口　5,492 人
　　　（男 2,676 人・女 2,816 人）
世帯数　2,425 世帯
（平成 23 年 3 月～ 4月移動分）
●出生 　 8 人　●死亡　11 人
●転入　110 人　●転出 126 人

平成 23年度　施政方針
第５次与論町総合振興計画がスタート

特  集

まちの話題（「春」新しい学校生活のスタート！ ほか）
与論町子育て支援金制度
実績報告  ヨロン島サンゴ礁基金
くらしの情報（健康診断の受け方  ほか）
島のムヌガッタイ（ゆんぬ体験館がオープン！）

Contents

力強い取り組みに大声援！

第4回与論町相撲選手権大会
大きなこいのぼりがたなびく下、琴平神社境
内の土俵で、第 4回与論町相撲選手権大会が
4月 24 日に開催されました。
大会では、小学生・中学生・一般の部門に分
かれ、力強い取り組みが繰り広げられました。
会場には、子どもや孫、知人の雄姿を一目見
ようと沢山の観客が集まり、大きな声援を送
りました。
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平
和
で
成
熟
し
た
新
し
い
世
紀
を

期
待
し
て
迎
え
た
21
世
紀
も
第
２
の

10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
は
「
エ
ジ

プ
ト
政
変
に
伴
う
専
制
各
国
の
民
主

化
問
題
」
「
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
・

延
坪
島

(

ヨ
ン
ピ
ヨ
ン
ド

)

砲
撃
」

「
尖
閣
列
島
沖
の
中
国
漁
船
衝
突
事

件
」
「
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
の

北
方
領
土
訪
問
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
問

題
」
等
ま
さ
に
渾
沌
と
し
た
状
況
を

呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
景
気
は
緩
や
か
に

回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
深
刻
な
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
物

価
の
持
続
的
下
落
）
の
出
口
が
見
出

せ
な
い
状
況
に
あ
り
、
１
９
６
８
年

に
旧
西
ド
イ
ツ
を
追
い
抜
い
て
以
来

42
年
間
守
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
に
次

ぐ
「
世
界
第
２
の
経
済
大
国
の
座
」

を
中
国
に
明
け
渡
し
、
勢
い
を
な
く

し
た
日
本
の
姿
を
印
象
付
け
て
お

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
積
極
的
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
12
年
度
に
、
21
世
紀
初
頭
に
お

け
る
10
年
間
の
本
町
の
進
む
べ
き
新

た
な
方
向
付
け
を
す
る
た
め
、
町
内

外
の
方
々
の
英
知
を
集
め
、
「
第
４

次
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
計
画
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
足

元
に
あ
る
自
然
や
資
源
、
人
を
十
分

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
他
の
地
域
に

な
い
特
徴
あ
る
人
づ
く
り
、
産
業
づ

く
り
、
町
づ
く
り
を
行
い
、
島
に
住

む
人
々
、
特
に
子
供
た
ち
が
自
信
と

誇
り
を
持
て
る
「
人
と
自
然
が
輝
く

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
島
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
本
総
合
振
興
計
画

を
道
標
に
、
町
民
の
皆
様
と
行
政
が

協
働
・
連
携
し
つ
つ
、
平
成
13
年
度

か
ら
関
係
機
関
・
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
「
若
者
が
帰
っ
て
こ
れ
る
魅

力
あ
る
島
づ
く
り
」
そ
し
て
「
全
て

の
町
民
が
希
望
を
持
っ
て
安
心
し
て

住
め
る
実
り
あ
る
島
づ
く
り
」
を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
守
り
の
戦

略
と
し
て
の
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

と
攻
め
の
戦
略
と
し
て
の
外
貨
を
獲

得
で
き
る
産
業
お
こ
し
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

保
健
福
祉
部
門
、
教
育
部
門
、
産

業
基
盤
及
び
生
活
基
盤
等
の
整
備
は

基
よ
り
、
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
必
要
か
つ
重
要
と
位
置
付
け
た
６

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
に
向

け
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、　

□
淡
水
施
設
の
整
備
に
よ
る
安
全
で   

　

お
い
し
い
水
の
供
給

□
町
営
「
増
木
名
住
宅
団
地
」
「
宇

　

和
寺
団
地
」
の
整
備

□
「
海
中
宮
殿
」
「
ゆ
ん
ぬ
体
験
館
」

　

等
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備

□
町
民
永
年
の
課
題
で
あ
っ
た
火
葬

　

場
の
整
備

□
肉
用
牛
販
売
額
10
億
円
の
達
成
及

　

び
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
整
備

□
茶
花
小
学
校
体
育
館
・
プ
ー
ル
及

　

び
、
与
論
小
学
校
校
舎
の
整
備

□
錦
江
町
と
の
姉
妹
盟
約
協
定
締
結

□
与
論
港
コ
ー
ス
タ
ル
リ
ゾ
ー
ト
の

　

整
備

□
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
交
付
業
務
の
地

　

元
開
始

□
ヨ
ロ
ン
特
産
品
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　

整
備

□
ヨ
ロ
ン
島
サ
ン
ゴ
礁
条
例
の
制
定

□
（
有
）
エ
ス
ユ
ー
、（
株
）
リ
ン
ク
ス
、

　

日
本
マ
ル
コ
（
株
）
等
の
企
業
誘
致

□
光
フ
ァ
イ
バ
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
全
島

　

サ
ー
ビ
ス
の
開
始

□
地
域
再
生
計
画
を
活
用
し
た
鹿
児

　

島
大
学
与
論
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

　

誘
致

□
特
定
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
の

　

導
入
に
伴
う
役
場
周
辺
整
備

□
畑
総
（
賀
義
野
地
区
・
麦
屋
地
区
）

　

の
整
備
及
び
岸
元
地
区
の
新
規
採
択

□
観
光
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
策
定
基
礎

　

調
査

等
を
実
施
、
概
ね
目
標
を
達
成
で
き

た
も
の
と
総
括
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
総
括
を
含
め
平
成
20
年

度
か
ら
第
５
次
総
合
振
興
計
画
策
定

に
向
け
町
内
準
備
検
討
委
員
会
、
町

民
と
の
意
見
交
換
会
、
町
民
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
及
び
人
口
推
計
調

査
、
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
、
策
定
委
員
会
、
審
議

会
等
を
数
回
に
わ
た
り
開
催
す
る
と

と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

会
や
島
外
か
ら
専
門
の
講
師
を
招
聘

し
た
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
12
月
与
論
町
振
興
開
発

計
画
審
議
会
か
ら
の
最
終
答
申
を
頂

き
、
平
成
22
年
第
４
回
与
論
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
議
決
し
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

「
共
に
創
ろ
う　

未
来
へ
の
架
け

橋　

～
元
気
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
感
動

～
」
を
基
本
理
念
に
、
町
民
の
発
意

と
創
意
工
夫
に
よ
り
産
業
を
基
本
と

し
た
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
町

民
が
島
の
可
能
性
を
強
く
信
じ
な
が

ら
、
元
気
で
新
た
な
未
来
に
向
け
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
感
動
と
希
望

を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
過
疎
計

画
と
も
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
ま
ち
の

将
来
像
で
あ
る
「
南
の
島
の
豊
か
な

心
と
自
然
が
創
る
活
力
と
希
望
の
あ

る
ま
ち
」
の
実
現
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成 23 年度施政方針

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

平成 23 年度

共に創ろう　未来への架け橋

～元気・チャレンジ・感動～

施政方針

渾
沌
と
し
た

　
　
　

世
界
情
勢
の
中
で

第
４
次
与
論
町
総
合
振
興
計
画

人
と
自
然
が
輝
く

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
島
づ
く
り

第
５
次
与
論
町
総
合
振
興
計
画
が

今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト

共
に
創
ろ
う 

未
来
へ
の
架
け
橋

〜
元
気
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
感
動
〜

平
成
23
年
度
施
政
方
針
全
文
は
、

与
論
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
与
論
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.yoron.jp/

町
政
↓
計
画
・
方
針
↓
施
政
方
針

平成 23 年度第 1回与論町議会定例会で、南政吾町長が、平成 23 年度の町政運営の所信表明と予算の概要を
明らかにする施政方針演説を行いました。ここに、その内容を抜粋してご紹介します。
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共
に
創
ろ
う  

未
来
へ
の
架
け
橋

　
　
　

～
元
気
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
感
動
～

南
の
島
の
豊
か
な
心
と　

自
然
が
創
る
活
力
と
希
望
の
あ
る
ま
ち

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
示
し
た
「
第
５
次
与
論

町
総
合
振
興
計
画
」
が
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

基
本
理
念
は
、
「
共
に
創
ろ
う　

未
来
へ
の
架
け

橋
～
元
気
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
感
動
～
」

　

町
民
の
発
意
と
創
意
工
夫
に
よ
り
産
業
を
基
本

と
し
た
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
町
民
が
島
の

可
能
性
を
強
く
信
じ
な
が
ら
、
新
た
な
未
来
に
向

け
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
感
動
と
希
望
を
共
有

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ま

ち
の
将
来
像
「
南
の
島
の
豊
か
な
心
と
自
然
が
創

る
活
力
と
希
望
の
あ
る
ま
ち
」
へ
の
道
を
着
実
に

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
今
回
策
定
さ
れ
た
振
興
計
画
の
骨

子
と
、
具
体
的
に
ど
う
進
め
て
い
く
か
を
示
し
た

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
５
次
与
論
町
総
合
振
興
計
画
ス
タ
ー
ト

　

与
論
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
４
次
に
わ
た
る
振
興
計
画
の
指
針
に
よ
り
、
様
々
な

施
策
を
展
開
し
、
町
勢
発
展
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
か
ら
は
、「
人
と
自
然
が
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
島
づ
く
り
」
の
基
本

理
念
の
も
と
、
第
４
次
与
論
町
振
興
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
般
、
第
５
次
与
論
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
、
新
し
い
時
代
に
向
け
た
本

町
の
指
針
を
定
め
る
事
に
よ
り
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
明
確
に
し
、
将

来
の
発
展
に
向
け
て
、
今
後
10
年
間
、
自
然
と
の
共
生
・
住
民
参
加
と
協
働
に
よ

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　町民の発意と創意工夫により

産業を基本とした活力のあるま

ちづくり、町民が島の可能性を

強く信じながら、新たな未来に

向け果敢にチャレンジし、感動

と希望を共有できるまちづくり

をすすめることにより、まちの

将来像「南の島の豊かな心と自

然が創る活力と希望のあるまち」

への道を着実と進んでいくこと

を目標とします。

共に創ろう  未来への架け橋
～元気・チャレンジ・感動～

基　本　理　念

１. 保健・福祉・医療
２. 教育・文化
３. 産業

４. 生活基盤
５. 共生・協働
６. 行財政

基本構想

基本
理念

共に創ろう 未来への架け橋
　　～元気・チャレンジ・感動～

南の島の豊かな心と
　　自然が創る活力と希望のあるまち将来像

基本計画

重点プロジェクト

１.健康増進プロジェクト
２. 子宝プロジェクト
３. 人づくりプロジェクト

４. 農水産業プロジェクト
５. 環境プロジェクト
６. 観光プロジェクト

第 5次与論町総合振興計画の骨子
計画の期間：平成 23 年度～平成 32 年度

共
に
創
ろ
う
未
来
へ
の
架
け
橋

第
５
次
与
論
町
総
合
振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト

〜
元
気
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
感
動
〜

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
健
康
で
生
き
が
い

を
持
ち
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
食
生
活
習
慣
の
改

善
や
運
動
不
足
の
解
消
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
、

「
健
康
よ
ろ
ん
21
」
に
基
づ
き
、
町
民
の
心
身
の

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
と
積
極
的

な
健
康
づ
く
り
活
動
の
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１　

島
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
は
、
「
島
の
未
来
へ
の
投
資
」
と
捉
え
、

子
育
て
は
次
代
の
親
づ
く
り
と
し
て
、
町
全
体

で
子
ど
も
を
大
切
に
し
、
豊
か
な
人
間
性
の
形

成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
自
立
し
て
家
庭
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

近
年
、
家
庭
や
家
族
の
形
態
、
親
の
就
労
の

状
況
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
、
虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
な
ど
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
人
間
と
し
て
、
尊
重
さ
れ
、
そ
の

育
ち
が
等
し
く
保
障
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

子
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２

　

島
に
暮
ら
す
人
々
、
特
に
島
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
生
ま
れ
た
島
に
「
自
信
」
と
「
誇

り
」
を
持
ち
、
元
気
で
心
豊
か
な
人
と
な
る
よ

う
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
人
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
を
興
す
人
材
を
育
成
し
、
未
来
を
創

造
す
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３　

農
業
・
漁
業
は
本
町
の
経
済
の
基
盤
で
あ
り
、

就
業
者
が
多
い
こ
と
や
他
業
種
へ
の
波
及
効
果

の
大
き
さ
か
ら
も
安
定
的
な
発
展
が
最
も
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
機
関
が
一
体

と
な
り
諸
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
魅
力
を
生

み
だ
し
、
後
継
者
や
担
い
手
と
な
る
人
材
を
確

保
・
育
成
し
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
水
産
物
の
加
工
を
推
進
し
、
未

利
用
資
源
の
活
用
を
図
る
と
共
に
、
島
内
自
給

率
の
向
上
、
島
内
生
産
力
の
向
上
を
図
り
、
資

源
の
安
定
供
給
と
活
用
を
高
め
、
町
民
の
収
益

向
上
と
特
産
品
開
発
に
よ
る
魅
力
あ
る
「
も
の

づ
く
り
の
島
」
を
目
指
し
ま
す
。

農
水
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
水
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４

　

町
民
の
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
な
が

ら
、
自
然
と
の
共
生
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

５　

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
与
論
は
も
と

よ
り
全
国
的
に
観
光
に
対
す
る
状
況
は
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
観
光
地
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
長
く
愛
さ
れ
る
観
光
地
と
し
て
再
生
す
る

た
め
の
魅
力
づ
く
り
、
体
制
づ
く
り
、
人
材
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６

第
５
次
与
論
町
総
合
振
興
計
画
を
進
め
る
、
６
つ
の
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
そ
の
「
ね
ら
い
」

第
５
次
与
論
町
総
合
振
興
計
画
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
の
内
容
を
短
く
ま
と
め
た

冊
子
（
概
要
版
）
を
、後
日
全
戸
配
布
致
し
ま
す
。

　

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　

与
論
町
役
場
総
務
企
画
課
ま
で

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
９
７
ー
９
７
ー
３
１
１
１

第５次与論町総合振興計画
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まちの話題

賑
わ
い
を
見
せ
た
感
謝
祭

豪
華
客
船

第
11
回
銀
座
通
り
感
謝
祭
開
催　

５
月
５
日

例
年
よ
り
早
い
梅
雨
入
り
で
、
雨
に

見
舞
わ
れ
た
銀
座
通
り
祭
り
。
日
程

を
順
延
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゆ
ん
ぬ
エ
イ
サ
ー
の
演
舞
で
始

ま
っ
た
感
謝
祭
は
、
与
論
高
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
披
露
や
、
音
楽
教

室
の
方
々
に
よ
る
歌
や
演
奏
の
披
露

な
ど
、
通
り
の
あ
ち
こ
ち
で
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
台
も
沢

山
出
展
し
、
銀
座
通
り
は
沢
山
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
初
の
試
み
と
し
て
開
催
さ
れ
た
、

「
Ｇ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
は
、
９
店

舗
出
店
。
各
店
自
慢
の
料
理
を
披
露

し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
ブ

ク
ブ
ク
ダ
イ
バ
ー
ズ
の
「
島
ト
マ
ト 

d
e
 

牛
煮
込
み
」
が
輝
き
ま
し
た
。

私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と
を
。

支
援

復
興
支
援
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催　

４
月
24
日

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
害

を
受
け
た
方
へ
の
復
興
を
支
援
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
、
ヨ
ロ
ン
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主

催
に
よ
り
、
屋
内
多
目
的
運
動
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
衣
類
や
雑
貨
の
ほ
か

飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
自
由
に
遊
べ
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

被
災
者
の
皆
様
に
向
け
た
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
記
入
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け

ら
れ
、
多
数
の
来
場
者
が
集
ま
り
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
売
上
金
の
一
部
、
ま
た
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、
被
災

者
の
皆
様
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、

出
展
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
を
望
む
コ
ー
ス
で
交
流
を
深
め
よ
う
！

海

第
11
回
ヨ
ロ
ン
パ
ナ
ウ
ル
王
国
旗　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催　

４
月
27
日

　

今
年
も
、
島
内
か
ら
の
み
な
ら
ず
、

徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
沖
縄
か
ら

多
数
の
参
加
者
を
迎
え
て
開
催
さ
れ

た
、
第
11
回
ヨ
ロ
ン
パ
ナ
ウ
ル
王
国

旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
。

　

会
場
と
な
っ
た
コ
ー
ス
タ
ル
リ

ゾ
ー
ト
に
は
、
与
論
島
の
海
を
望
む
、

開
放
感
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、
お
互

い
の
島
々
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

わ
き
あ
い
あ
い
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
挑
み
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は
、
那
覇
ゴ
ー
ル
ド

会
が
優
勝
。
個
人
男
子
の
部
で
は
、

那
覇
ゴ
ー
ル
ド
会
の
當
間
真
幸
さ
ん
、

個
人
女
子
の
部
で
は
同
じ
く
那
覇

ゴ
ー
ル
ド
会
の
棚
原
ミ
ヨ
さ
ん
が
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。

海
の
安
全
と
す
こ
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て

旧
暦
３
月
３
日　

海
開
き
・
浜
下
り　

４
月
５
日

　

旧
暦
３
月
３
日
に
当
た
る
こ
の
日
、

茶
花
海
岸
に
各
種
団
体
長
が
集
ま
り
、

海
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
は
潮
が
大
き
く
引

く
時
期
に
あ
た
り
、
島
の
人
々
は
干

潮
あ
わ
せ
て
、
潮
干
狩
り
に
繰
り
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
生
児
が
い
る

家
庭
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
足
を
海
に

つ
け
て
、
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
い

ま
し
た
。

与
論
島
に
豪
華
客
船
が
や
っ
て
き
た
！

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
が
茶
花
港
に
寄
港　

４
月
11
日

　

豪
華
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い

な
す
」
が
、
茶
花
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

　

与
論
島
に
降
り
立
っ
た
乗
客
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
島
内
を
巡
り
、
短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
与
論
島

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

夕
方
、
出
港
の
時
間
に
な
る
と
、

ゆ
ん
ぬ
エ
イ
サ
ー
の
力
強
い
演
舞
が

披
露
さ
れ
、
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な

す
」
の
安
全
な
旅
を
願
っ
て
出
港
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

海の安全祈願の神事が行われました見上げるほどの豪華客船が与論島に寄港

海
を
望
む
コ
ー
ス
に
挑
戦
！

第
11
回
ヨ
ロ
ン
パ
ナ
ウ
ル
王
国
旗　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

４
月
27
日

　

徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
沖
縄
か
ら
多
数
の

参
加
者
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
、
第
11
回
ヨ
ロ

ン
パ
ナ
ウ
ル
王
国
旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
。

　

会
場
と
な
っ
た
コ
ー
ス
タ
ル
リ
ゾ
ー
ト
に
は
、

与
論
島
の
海
を
望
む
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
コ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
、
参
加
者
は
、
お
互
い
の
島
々

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
挑
み
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は
、
那
覇
ゴ
ー
ル
ド
会
が
優
勝
。

個
人
男
子
の
部
で
は
、
當
間
真
幸
さ
ん
、
個
人

女
子
の
部
で
は
、
棚
原
ミ
ヨ
さ
ん
が
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

賑
わ
い
を
見
せ
た
感
謝
祭

第
11
回
銀
座
通
り
感
謝
祭
開
催

５
月
５
日

　

例
年
よ
り
早
い
梅
雨
入
り
で
、
雨
に
見
舞
わ

れ
た
銀
座
通
り
祭
り
。
日
程
を
順
延
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゆ
ん
ぬ
エ
イ
サ
ー
の
演
舞
で
始
ま
っ
た
感
謝

祭
は
、
与
論
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
披
露

な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
台

も
沢
山
出
展
し
、
銀
座
通
り
は
沢
山
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
初
の
試
み
と
し
て
開
催
さ
れ
た
、
「
Ｇ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
は
、
９
店
舗
出
店
。
各
店

自
慢
の
料
理
を
披
露
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
ブ

ク
ブ
ク
ダ
イ
バ
ー
ズ
の
「
島
ト
マ
ト 

d
e
 

牛
煮

込
み
」
が
輝
き
ま
し
た
。

高校生によるフルート演奏の披露

私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と

復
興
支
援
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

４
月
24
日

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
方
へ
の
復

興
を
支
援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
、
ヨ
ロ
ン
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催

に
よ
り
、
多
目
的
屋
内
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
衣
類
や
雑
貨
の
ほ
か
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
や
、
被
災
者
の
み
な
さ
ま
に
向
け
た
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
記
入
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
、

多
数
の
来
場
者
が
集
ま
り
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
出
展
し
て

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

出店者のみなさん（上）
と、応援メッセージを
書く子どもたち（下）

島々の交流を深めながら、
日頃の練習の成果を披露しました

海
を
望
む
コ
ー
ス
に
挑
戦
！

第
11
回
ヨ
ロ
ン
パ
ナ
ウ
ル
王
国
旗　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

４
月
27
日

　

徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
沖
縄
か
ら
多
数
の

参
加
者
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
、
第
11
回
ヨ
ロ

ン
パ
ナ
ウ
ル
王
国
旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
。

　

会
場
と
な
っ
た
コ
ー
ス
タ
ル
リ
ゾ
ー
ト
に

は
、
与
論
島
の
海
を
望
む
開
放
感
あ
ふ
れ
る

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
参
加
者
は
、
お
互
い
の

島
々
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は
、
那
覇
ゴ
ー
ル
ド
会
が
優
勝
。

個
人
男
子
の
部
で
は
、
當
間
真
幸
さ
ん
、
個
人

女
子
の
部
で
は
、
棚
原
ミ
ヨ
さ
ん
が
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
感
謝
祭

第
11
回
銀
座
通
り
感
謝
祭
開
催

５
月
５
日

　

例
年
よ
り
早
い
梅
雨
入
り
で
、
雨
に
見
舞
わ

れ
た
銀
座
通
り
感
謝
祭
。
日
程
を
順
延
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゆ
ん
ぬ
エ
イ
サ
ー
の
演
舞
で
始
ま
っ
た
感
謝

祭
は
、
与
論
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
披
露

な
ど
多
数
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

様
々
な
屋
台
も
出
展
し
、
銀
座
通
り
は
沢
山
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
初
の
試
み
と
し
て

開
催
さ
れ
た
、
「
Ｇ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
は
９

店
舗
が
出
店
し
、
各
店
自
慢
の
料
理
を
披
露
。

ブ
ク
ブ
ク
ダ
イ
バ
ー
ズ
の
「
島
ト
マ
ト 

d
e
 

牛

煮
込
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

賑わう銀座通り（上）
高校生のフルート演
奏の披露（下）

　

町
立
３
小
学
校
に
は
、
与
論
小
16
名
、
茶
花
小
21
名
、
那
間
小
16
名
、

合
計
53
名
の
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
入
学
。
在
校
生
や
保
護
者
が
見
守

る
中
、
待
ち
に
待
っ
た
小
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
与
論
中
学
校
に
は
50
名
、
県
立
与
論
高
等
学
校
に
は
53
名
の

生
徒
が
入
学
。
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長

す
る
中
学
・
高
校
生
活
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「
春
」
新
し
い
学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
！

小
・
中
・
高
の
各
校
で
入
学
式沢山の在校生、保護者が見守る中、期待を胸に迎えた入学式・与論小

元気に行進ができました・茶花小 黄色い傘を頂きました・那間小
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与論町子育て支援金制度のしくみ

　ヨロン島サンゴ礁基金を通じて、与論町にたくさんの応援をいただき、誠にありがとうござ
いました。 本町では、ヨロン島サンゴ礁基金、また、かごしま応援寄付金を通じて与論町にお
寄せいただいた寄付金を、本島の豊かな自然環境・地域資源の保全や文化・芸能の伝承等を図
るため、４つの事業に活用させていただきます。
　ここで、平成 22 年度にご寄付いただいた実績と、活用状況の事例をご紹介します。

　ヨロン島サンゴ礁基金を通じて、与論町にたくさんの応援をいただき、誠にありがとうござ
いました。 本町では、ヨロン島サンゴ礁基金、また、かごしま応援寄付金を通じて与論町にお
寄せいただいた寄付金を、本島の豊かな自然環境・地域資源の保全や文化・芸能の伝承等を図
るため、４つの事業に活用させていただきます。
　ここで、平成 22 年度にご寄付いただいた実績と、活用状況の事例をご紹介します。

寄付金の活用状況

与論町役場 総務企画課 ヨロン島サンゴ礁基金係   TEL：０９９７－９７－３１１１

▲

ヨロン島サンゴ礁基金に関するお問合せ先 ▲

サンゴ祭事業（平成22年度）サンゴ祭会場に設置されたサンゴブース(左)と、
メッセージが書かれたサンゴ増殖用具（右）

■サンゴ礁と共生する環境保全に関する事業■サンゴ礁と共生する環境保全に関する事業

■離島の振興に関する事業

事　　業　　名
サンゴ礁と共生する環境保全に関する事業
ヨロンマラソン大会の運営に関する事業
与論十五夜踊りの保存に関する事業
離島の振興に関する事業

合　　　計

件　数
21
10
4
32
67

金　　額
545,636円
108,000円
75,000円
980,549円
1,709,185円

与論町子育て支援金制度
　この度、与論町の出産、子育てを支援するため、与論町子育て支援金
制度ができました。
　この制度は、与論町子育て支援金を支給することにより、子ども達が
将来町の発展を担う人材となるよう健やかに成長し、活気に満ちた町の
創造を願い支給される与論町独自の制度です。

支援金を受けることができる方
与論町に住所がある方で、平成２３年４月２日以降に生まれた子を養育している場合に受け
取ることができます。ただし、以下の支給要件をクリアしていることが支給の条件となります。

支給要件
養育者が児童の出生日より前１年以上継続して与論町に住所があり、児童の出生日から引き
続き６年以上与論町に住所があることを確約できる者

支援金の額と支給の方法
支援金額とその支給方法は、次のとおりです。
出生時、小学校入学時、中学校入学及び卒業時にそれぞれ規則で定める額が支給されます。

申請に必要なもの
住民票謄本、申請者の通帳、印鑑

▲

与論町子育て支援金制度に関するお問い合わせ先 ▲

与論町役場　町民福祉課（担当：竹沢）　TEL：０９９７－９７－３１１１（内線２１４）

サンゴ礁基金と共に贈られた
応援メッセージをご紹介！

与論小学校校章整備事業（平成20年度）  与論小学校書庫整備事業　（平成21年度） 緑化推進事業　（平成22年度）

ヨロン島サンゴ礁基金

平成22年度の寄付実績

実績
報告

児童数

第１子

第２子

第３子

第４子

第５子

子育て支援金額

100,000 円

200,000 円

500,000 円

600,000 円

700,000 円

出生時

  50,000 円

  50,000 円

100,000 円

100,000 円

100,000 円

小学校入学時

  10,000 円

  50,000 円

100,000 円

100,000 円

200,000 円

中学校入学時

  20,000 円

  50,000 円

100,000 円

200,000 円

200,000 円

中学校卒業時

  20,000 円

  50,000 円

200,000 円

200,000 円

200,000 円

支　給　時　期

※第６子以降の支援金の額は、別途規則で定める通りとします。

■48 年前（大学生）の時から、十数度

にわたり与論島へ訪問させていただ

き、島の方々には大変お世話になって

います。大阪生まれでいなかを持たな

い小生にとって、与論は第２のふるさ

とです。僅かですがお役立て下さい。

（大阪府Ｔさん）

■未来の与論に夢と希望をこめて寄付

いたします。有効に使って下さい。

（埼玉県Ｎさん）

■ヨロンマラソンに第１回目より参加

させて頂きいつもお世話になっていま

す。島の人々の暖かいもてなしの心が

とても嬉しく思います。マラソン大会

が、今後も続くことを願うとともに、

与論が発展することを願い、ほんの多

少ではありますがお役に立てればと思

います。（福岡県Ｔさん）
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○本年度より、年度更新の審査業務が外部委

託され、申告書受付は原則記入漏れ等を

チェックするだけの確認作業になります。

このため、申告書は記入誤り・漏れが無いよ

うに自主的な記入・申告をお願いします。

また、申告書の電子申請・郵送による提出も

ご検討ください。

○６月はじめに送付されます労働保険料申告

書・納付書により、期間中に申告・納付を行っ

ていただきますようお願いします。

左右 87 ㎜×天地 45 ㎜
左右 175 ㎜×天地 45 ㎜

縦 50px×横 146px

１回当たり 5,000 円（税込）
１回当たり 10,000 円（税込）

１ヶ月当たり   5,000 円（税込）

１種広告
２種広告

バナーサイズ

戸
籍
の
窓

※

婚
姻
、
出
生
、
死
亡
と
も
掲
載
承
諾
を

　

頂
い
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

３
月

４
月

　
　
　
　

け
い
す
け

　

山
田　

啓　

介　
　

隆
治　

立
長

　
　
　
　

ゆ
う
り

　

志
摩　

邑　

莉　
　

優
一　

朝
戸

　
　
　
　

あ
い
か

　

町　
　

愛　

花　

幸
次
郎　

東
区

　
　
　
　

ゆ
あ
ん

　

清
水　

悠　

杏　
　

章
次　

立
長

　
　
　
　

こ
う

　

垣
内　

功　
　
　
　

亮
二　

立
長

　
　
　
　

え
に
し

　

有
馬　

縁　
　
　
　

淳　
　

立
長

■
３
月
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
氏
名
・
保
護
者
・
地
区
）

■
４
月
届
出
分

　
　
　
　

た
く
ま

　

白
石　

逞　

真　
　

和
行　

立
長

　

村
山　

金　

光　
　

56
歳　

茶
花

　

有
馬　

福　

榮　
　

67
歳　

朝
戸

　

川
上　

景　

昭　
　

83
歳　

茶
花

　

基　
　

鐵　

雄　
　

84
歳　

那
間

　

池
田　

ナ　

ヘ　
　

96
歳　

古
里

　

中
村　

ト　

ヨ　
　

92
歳　

立
長

■
３
月
届
出
分

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
・
亨
年
・
地
区
）

■
４
月
届
出
分

　

吉
井　

清　

二　
　

82
歳　

茶
花

　

町
田　

タ　

ケ　
　

101
歳　

茶
花

　

川
口　

村　

信　
　

94
歳　

茶
花

　

阿
野　

ス　

エ　
　

92
歳　

茶
花

　平成２３年４月１日付けで、池田一郎さん

が、行政相談委員（総務大臣委嘱）に委嘱され

ました。

　国の行政機関等の業務に関する国民からの

苦情の相談を受けて、必要な助言を行ったり、

関係行政機関等にその苦情を通知し、その解

決の促進を図ります。  

　また、業務の遂行を通じて得られた行政運

営の改善に関する意見を総務大臣に対して述

べることにより、行政の改善に貢献していま

す。

　例えば、道路、登記、税

金、年金、郵便、労働などの

問題でお困りの方は、お気

軽にご相談ください。

　なお、相談は、秘密を守

り無料です。  

行政に対するご相談は、行政相談委員へ

行政相談委員の連絡先住所
与論町朝戸１７１０番地    電話：0997-97-2658

平成 23年度  労働保険年度更新のお知らせ

問い合わせ先
鹿児島労働局労働保険徴収室　適用係
電話：099-223-8276

６月１日から７月１１日は
労働保険料の「年度更新」申告期間です｡

くらしの情報

有料広告募集
与
論
町
で
は
、
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

与
論
町
で
は
、
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
広
告
媒
体
】

・
広
報
よ
ろ
ん
広
告  

・
与
論
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
広
告　

他

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

与
論
町
役
場 

総
務
企
画
課

電    

話
：
０
９
９
７
ー
９
７
ー
３
１
１
１

※４０歳～７４歳の方が対象です。

健康診断の受け方（与論町国民健康保険被保険者）

健診日程
６月１９日 (日 )～２４日 (木 )
受付時間　7:30 ～ 9:00
場所　　砂美地来 (ｻﾋﾞﾁﾗ) 館

に当てはまらない方 集団健診 (厚生連健診 )を受けましょう！

お勤めの会社の実施する健診を受けてください。
その結果を、保健センターへ提出してください。

このような方は、主治医の先生に総合的に把握していただ
くことが大切です。かかりつけの医療機関からの検査結果
を、保健センターへ提出してください。

人間ドックの結果を、保健センターに提出してください。

会社の健康診断を受けるA

定期的に医療機関にかかっている

（血圧・糖尿病・高脂血症等）B

今年度内に人間ドックを受けるC

A B C

（４０歳～７４歳の方が対象です）

40 歳になったら
毎年恒例の
健康チェック！

平成 23 年度は受診率６０％を目
指しています。
平成 24 年度の受診率６５％を境
に、国保から支出する後期高齢者
支援金に加算・減算があります。

お勤めの会社の実施する、
健診を受けてください。
その結果を、保健センター
へ提出してください。

会社で行う、
健康診断を受ける

A

このような方は、主治医の先生に総合的に
把握していただくことが大切です。
かかりつけの医療機関からの検査結果を、
保健センターへ提出してください。

定期的に医療機関にかかっている
（血圧・糖尿病・高脂血症等）

B

人間ドックの結果を、保健
センターに提出してくださ
い。

今年度内に、
人間ドックを受ける

C

平成 23 年度は受診率 60％を目指
しています。
平成 24 年度の受診率 65％を境
に、国保から支出する後期高齢者
支援金に加算・減算があります。

健康診断の受け方
（与論町国民健康保険被保険者）

40 歳になったら

毎年恒例の

健康チェック！

私は、 どこで健診を

受ければいいの？

お問い合わせ先
保健センター
TEL：0997-97-5105

健診日程：６月１９日 ( 日 ) ～２４日 ( 金 )
受付時間：7:30 ～ 9:00
場　　所：砂美地来 (ｻﾋﾞﾁﾗ) 館

集団健診 ( 厚生連健診 ) を受けましょう！

A B C に当てはまらない方 ...

特定健診ってどんなことをするの？
問診・身体計測（身長・体重・腹囲）・尿検査・血圧測定・血液検査

歯の衛生週間　６月４日～６月１０日今年の
標　語

みがこうよ　未来へつなげる　じょうぶな歯

歯周病は生活習慣病
　生活習慣病とは、その名
のとおり、普段の生活習慣
が原因で発病・進行する病
気のことをいいます。
　歯周病は、生活習慣がそ
の症状を大きく左右するこ
とから、生活習慣病のひと
つとされています。
　規則正しい生活を送り、
全身をより良い健康状態に
保つようにつとめることは、
歯周病の予防・改善につな
がります。

歯周病にかかりやすい生活習慣

喫　煙
喫煙によって歯ぐきが血行
不良となり最近に対する抵
抗力が低下するため、歯周
病を発病・悪化させます。

精神的ストレスで身体の抵
抗力が低下し、歯周病が悪
化します。

甘いものや、やわらかいも
のをおおく食べることで細
菌が増えます。

不摂生な生活は、全身性の
生活習慣病の引き金になり
ます。
生活リズムが乱れると、歯
磨きのタイミングまで乱れ
てしまいます。

食習慣

ストレス

不摂生な生活

★歯の衛生週間　６月４日～６月１０日★

今年の標語

みがこうよ 未来へつなげる じょうぶな歯

歯周病は生活習慣病
　生活習慣病とは、その名
のとおり、普段の生活習慣
が原因で発病・進行する病
気のことをいいます。
　歯周病は、生活習慣がそ
の症状を大きく左右するこ
とから、生活習慣病のひと
つとされています。
　規則正しい生活を送り、
全身をより良い健康状態に
保つようにつとめることは、
歯周病の予防・改善につな
がります。

歯周病にかかりやすい生活習慣

喫　煙
喫煙によって歯ぐきが血行
不良となり細菌に対する抵
抗力が低下するため、
歯周病を発病
悪化させます。

精神的ストレスで体の抵抗
力が低下し、歯周病が悪化
します。

甘いものや、やわらかいも
のを多く食べることで細菌
が増えます。

不摂生な生活は、全身性の
生活習慣病の引き金になり
ます。生活リズム
が乱れると、歯磨
きのタイミングま
で乱れてしまいます。

食習慣

ストレス

不摂生な生活

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
生
じ
た

労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
県
労

働
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
で
も
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
毎
月
第
４
火
曜
日

午
後
２
時
半
～
午
後
５
時

【
場
所
】
県
庁
労
働
委
員
会
（1

5

階
）

お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

電
話

県労働委員による
「労働に関する無料相談会」

個々の労働者と事業主との間

に生じた労働に関するトラブ

ルについて、県労働委員が、

相談に応じます。

労働者、事業主のどちらでも、

お気軽にご相談ください。

■日時 :毎月第４火曜日

　午後２時半～午後５時

　受付は、午後 4時半まで

■場所 :県庁労働委員会（15階）

※お申し込み不要です。

　（事前予約可能）

職場のトラブルで
　　　　悩んでいませんか？

■お問い合わせ先

　鹿児島県労働委員会事務局

　TEL：099-286-3943

県労働委員による
「労働に関する無料相談会」

個々の労働者と事業主との間

に生じた労働に関するトラブ

ルについて、県労働委員が、

相談に応じます。

労働者、事業主のどちらでも、

お気軽にご相談ください。

■日時 :毎月第４火曜日

　午後２時半～午後５時

　受付は、午後４時半まで

■場所 :県庁労働委員会（15階）

※お申し込み不要です。

　（事前予約可能）

職場のトラブルで
　　　　悩んでいませんか？

■お問い合わせ先

　鹿児島県労働委員会事務局

　TEL：099-286-3943

健康診断の受け方
（与論町国民健康保険被保険者）

ご協力をお願いします！



島の体験型
観光の拠点 ゆんぬ体験館がオープン !
　島の体験型観光の拠点としての施設、「ゆ
んぬ体験館」が完成し、4 月２６日、関係者
らが集まり落成式が行われました。
　完成した「ゆんぬ体験館」には、調理施
設や研修設備が整備され、「文化」「食」「海」
の３分野にわかれた、２７のプログラムが
体験できるようになっています。
　この施設は、島を訪れるお客様や、修学
旅行生の受け入れ施設としての活用のほか、
島に住む方にも広く活用していただけます。
　落成式では、テープカットの後、昔、新
築祝いの儀礼として行われていた「ミシヤ
フ」（古くは米でつくった御酒であったとい
われるが、後にはカイマイ（粥飯）のウヮー
シル（上汁）を、青年二人が、新築の家の
内と外から四隅に吹きかけ三度回る儀礼）
が行われたほか、さまざまな島の郷土料理
もふるまわれました。

①オープンを記念して行われたテープカット
②島の郷土料理でおもてなし

③昔行われていた新築祝いの儀礼「ミシヤフ」

１

２ ３

島のムヌガッタイ
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